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 敬語に関するテストでは、136 時間の講義を受けた A グループと 64 時間の講義を受けた B グループを考察対象に
した。A グループは B グループのおよそ２倍の学習時間である。学習時間に比例して、テストの正答率は高かったが

































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究はホスピタリティ産業に従事することをめざす台湾の大学生を対象とした基礎日本語教育における JSP




 従来の JSP 教育では、特定場面に則した表現を単に記憶するだけになる傾向があり、必ずしも体系的な指導と学習
を保障するものではなかったが、本論文の研究は、待遇表現の理解と基礎的な日本語の体系的指導を融合したという
点で斬新であり、従来の JSP 教育とは一線を画すものである。 
 本論文の研究内容は決して単なる実践報告ではない。著者が開発した教材の理論的な位置づけを論じたうえで、実
施された教育の目標や具体的な実施方法を詳細に論述し、効果的な JSP 教育について考察している。さらに、筆記テ
ストやグループ単位での会話・台本作成等で得られたデータを綿密に分析して、教育成果を分析評価している。本論
文は基礎日本語教育における JSP 教育への実践的な取り組みを理論的に位置づけ、その成果を実証的に検証したとい
う点で充分独創的な研究であり、外国語としての日本語教育の分野において少なからず貢献していると言える。 
 以上により、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値のあるものであると認める。 
